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特発性大腿骨頭壊死症のガイドラインの国際的な状況を、Pubmedを用いて検索したところ、７件が該当した。１

件はアメリカ合衆国の 3施設から Review形式での報告であった。４件は中国からで、自国の英語機関紙に 2-3

年おきに改訂し対応は早い一方、ガイドラインとして、推奨のレベルの記載はなかった。１件は本邦におけるもの

であった。推奨レベルは「行うことを弱く推奨する」「明確な推奨を提示しない」のみであった。ガイドラインとして正

しく機能しているか今後検討し、次回改訂時に反映させる必要があると考えられた。１件は骨壊死骨循環国際学

会（ARCO）からで、ガイドライン作成のためのプロトコールの報告であった。この作成に日本からも参画しており、

日本のガイドラインが反映されることが期待される。 

 

 

1. はじめに 

本邦において、2019 年 10 月、厚生労働省指定難

病特発性大腿骨頭壊死症研究班のガイドライン策定

委員会で素案を作成し、日本整形外科学会から特発

性大腿骨頭壊死症診療ガイドライン初版が 2019 年

10 月に発刊された[1]。さらに、2021 年 1 月に同診療

ガイドラインが英文化された[2]。しかし、これまで各国

や各機関において特発性大腿骨頭壊死症（ONFH）

に対するガイドラインにどのようなものがあるか整理さ

れていない。 

 

2. 目的 

複数の機関から発行されている ONFH ガイドライ

ンについて調査すること 

 

3. 方法 

Pubmed により、「Guideline」「Osteonecrosis of the 

femoral head」の Key word で検索した。さらにそれぞ

れを精査し、ONFH の Guideline に関係する文献渉

猟した。 

 

4. 結果 

 Pubmed を用いた検索により 26 件の文献が示され

た。それらの内容を精査したところ、ONFH の

Guideline に関係する文献は７件が該当した。論文が

出典されていう国はアメリカ合衆国、中華人民共和国、

日本であった。 

 

アメリカ合衆国での ONFH ガイドラインの現状 

 アメリカ合衆国において、国の機関から発刊された

ガイドラインはなく、ONFH 研究におけるオピニオンリ

ーダーのグループから、ＯＮＦＨ治療に関するガイド

としての論文が Bone Joint Journal から報告されてい

る[3]。また、今回の検索では該当されなかったが、同

じオピニオンリーダーのグループからＯＮＦＨの現況

についてのＲｅｖｉｅｗ Ｐａｐｅｒが Journal of bone and 

joint journal American version より報告されている[4]。

このように、国としてまとまったガイドラインではなかっ

た。 

 

中華人民共和国での ONFH ガイドラインの現状 

該当した７件のうち、4 件は中華人民共和国から出

典されたものであった。 

2012 年に Experts’ consensus としてまとめられ[5]、

その後、2015 年[6]、2016 年[7]、2020 年[8]、と 2-3

年おきに改訂されていた。前者の３報は Orthopaedic 

Surgery という Chinese Orthopaedic Association の機

関紙から発刊され、最後の１報は Journal of 
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Orthopaedic Translation という、Chinese Speaking 

Orthopaedic Society の機関紙であった。 

最新版のガイドライン[8]には、ONFH の定義、疫

学、関連因子、診断基準に言及していた。また、病期

分類(Stage 分類)について、これまで、中華人民共和

国では Steinberg 分類をベースとした Chinese staging 

system を採用していた。しかし、2019 年に中国大連

において開催された、特発性大腿骨頭壊死症の国際

学 会 で あ る Association Research Circulation 

Osseous の学会である 2019 ARCO Biennial Meeting

において、あらたなＡＲＣＯ staging system が採択さ

れた。この ARCO ガイドラインはこれまで日本で採用

していた JIC staging system に準じたもので、Stage 3

の subtype の基準が JIC では 3 mm であるが、ARCO

では 2 mm として採択された。Chinese staging system

としては 2019 年版として、この ARCO staging system

を採用することとして素早く対応され、2020 年に発刊

されることになった。 

一方、予防法、治療法についても言及されている

が、推奨レベルの記載はなかった。The American 

Academy of Orthopaedic Surgeons (AAOS)は、ガイド

ライン作成方法について、その治療法についての推

奨度を定義するように求めている[9]。 

 

日本での ONFH ガイドラインの現状 

2019 年に本邦より発刊された特発性大腿骨頭壊

死症診療ガイドラインは、MINDS に従って、「推奨の

強さ」（表 1）及び「推奨決定のためのアウトカム全般

のエビデンスの確実性」を決定している。これら推奨

度決定の際には各項目について採決を行い決定し

た。 

 

強さ 内容 

1 行うよう強く推奨する． 

2 行うことを弱く推奨する(提案する) 

3 行わないことを弱く推奨する（提案する） 

4 行わないことを強く推奨する 

5 明確な推奨を提示しない 

表 1. 推奨の強さ 

 

今回、各項目の「奨度の強さ」「エビデンス確実性」

を一覧にすると、推奨の強さは、「2:行うことを弱く推

奨する(提案する) 」 と 「5:明確な推奨を提示しな

い」のみであった(表 2)。これで本当にガイドラインとし

て機能しているのかを鑑み、次回ガイドライン改訂の

際にどのように推奨度を決定するべきか検討する必

要があると考えられた。 

 

Clinical Question 
推奨の

強さ 

エビデ

ンス 

CQ4-1 免荷・装具療法 5 D 

CQ4-2 物理療法・高圧酸素 5 D 

CQ4-3 薬物治療 5 D 

CQ5-1 Core decompression 5 D 

CQ5-2 血管柄付き骨移植 2 C 

CQ5-3 細胞・成長因子 2 C 

CQ6-1 内反骨切り 2 C 

CQ6-2 回転骨切り 2 C 

CQ7-1 セメントレス THA 2 B 

CQ7-2 セメント THA(大腿骨) 2 B 

CQ7-2 セメント THA(臼蓋) 2 C 

CQ7-3 人工骨頭 2 C 

CQ7-4 表面置換 2 C 

CQ7-5 若年者 THA 2 C 

表 2. ONFH 診療ガイドライン 2019 推奨度 

 

ARCO による ONFH ガイドラインの現状 

特発性大腿骨頭壊死症の国際学会である ARCO

から、ステロイド関連 ONFH の定義[10]、アルコール

関連 ONFH の定義[11]、ONFH 病期分類(stage)[12]、

ONFH 病型分類(type)[13]が報告されている。現時点

では、ガイドライン作成の Protocol について報告され

た[14]。国際学会でのガイドライン作成に日本からも

参画しており、本邦のガイドラインが反映されることが

期待される。 

  

5. 結論 

特発性大腿骨頭壊死症ガイドラインの国際的な状況

について Pubmed を用いて検索した。日本のガイドラ

インは推奨レベルが二つしか記載されず、ガイドライ

ンとして正しく機能しているか今後検討する必要があ

る。 

 

6. 研究発表 

1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

なし 
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7. 知的所有権の取得状況  

1. 特許の取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 
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